
2014（平成26）年４月15日号（1）

救急病院当番表（５月）を11面に
掲載しています。

No.1268

一人でも多くの人を笑顔に　全国に誇れる、わがまち松山

■当初予算関連事業 …………2～4面
■住まいるリフォーム補助 ………………5面
■4月27日投票　市議会議員選挙 …………6面
■市民ガイド …………………………8～11面

◦
歳
出

　
歳
出
の
主
な
も
の
で
は
、
民
生

費
の
約
８
１
２
億
円
（
対
前
年
度

比
５
・
21
％
増
）が
ト
ッ
プ
で
、
待

機
児
童
の
解
消
に
向
け
て
児
童
の

受
け
入
れ
体
制
を
拡
充
す
る
私
立

認
可
保
育
所
な
ど
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移

行
に
向
け
た
地
域
保
育
所
や
私
立

幼
稚
園
へ
の
支
援
を
行
う
な
ど
、

子
育
て
支
援
の
環
境
整
備
を
進
め

ま
す
。
ま
た
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
に
伴
い
国
が
措
置
す
る
臨
時
福

祉
給
付
金
や
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
を
支
給
し
、
低
所
得
者

や
子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩
和

　
特
別
会
計
の
主
な
も
の
で
は
、

国
保
会
計
が
約
５
６
４
億
円
、
介

護
保
険
会
計
が
約
４
４
０
億
円
、

競
輪
会
計
が
約
２
２
４
億
円
、
後

期
高
齢
者
医
療
会
計
が
約
58
億
円

　
企
業
会
計
で
は
、
下
水
道
会
計

が
約
３
０
１
億
円
、
水
道
会
計
が

約
１
６
０
億
円
、
工
業
用
水
道
会

計
が
約
16
億
円
、
簡
易
水
道
会
計

が
約
６
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
平
成
26
年
度
当
初
予
算
が
３
月
定
例
市
議
会
で

決
ま
り
ま
し
た
。
総
額
は
３
７
０
７
億
８
１
３
９
万
円
と

な
り
、一
般
会
計
は
１
７
２
９
億
円
で
前
年
度
に
比
べ
４
・

03
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

第
６
次
松
山
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る
将
来
都
市
像
の
実
現

に
向
け
て
、
先
導
的
な
役
割
を
果
た
す
「
笑
顔
の
ま
ち
づ

く
り
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
具
現
化
に
取
り
組
む
な
ど
、
市
民

の
笑
顔
に
つ
な
が
る
施
策
の
遂
行
に
配
意
し
た
予
算
編
成

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
２
～
４
面
に
関
連
記
事
）

市税
610億円
（35.3％）民生費

811億8,257万円
（47.0％）

公債費
164億7,906万円
（9.5％）

土木費
161億280万円
（9.3％）

総務費
156億3,014万円
（9.0％）

教育費
142億5,194万円
（8.2％）

　　衛生費
142億4,165万円
　　　　（8.2％）

農林水産業費
25億9,941万円（1.5％）

商工費
61億4,960万円
（3.6％）

消防費
50億2,237万円
（2.9％）

議会費
8億6,740万円
（0.5％）

予備費
1億円（0.1％）

労働費
2億7,307万円
（0.2％）

県支出金
114億4,555万円

（6.6％）

その他
10億3,464万円
　　　　（0.6％）

繰越金 9億円（0.5％）

地方譲与税
10億7,600万円（0.6％）

分担金および負担金
14億8,633万円（0.9％）

使用料および手数料
28億5,136万円（1.7％）

地方消費税交付金
50億円（2.9％）

諸収入
44億1,974万円（2.6％）

国庫支出金
367億4,697万円
（21.3％）

地方交付税
213億円
（12.3％）

　市債
130億7,630万円
（7.6％）

　繰入金
125億6,312万円
　　　　　（7.3％） 歳 入

1,729億円
歳 出
1,729億円

総額は3,707億 8,139万円

平成26年度 当初予算

「人が集い  笑顔広がる  幸せ実感都市  まつやま」の実現に向けて

一
般
会
計

特
別
会
計

企
業
会
計

区　分 予　算　額
対前年度比

増減額 伸び率
一 般 会 計 1,729億円 67億円 4.03％
特 別 会 計 1,315億3,410万円 80億9,470万円 6.56％
企 業 会 計 482億8,559万円 59億265万円 13.93％
合　　計 3,527億1,969万円 206億9,735万円 6.23％

公債管理会計 180億6,170万円 △1億9,080万円 △1.05％
総　　額 3,707億8,139万円 205億655万円 5.85％

一般会計の内訳

当初予算の内訳

（注）端数処理により個々の
構成比と計欄および合
計欄の数値とは一致し
ない場合があります

市
長
所
信
表
明
（
要
旨
）

し
ま
す
。
次
い
で
公
債
費
の
約
１

６
５
億
円
（
同
２
・
97
％
減
）、
土

木
費
が
約
１
６
１
億
円
（
同
３
・

30
％
減
）な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◦
歳
入
　

　
歳
入
の
主
な
も
の
で
は
、
市
税

が
６
１
０
億
円
（
同
１
・
67
％
増
）

で
、
次
い
で
国
庫
支
出
金
の
約
３

６
７
億
円
（
同
９
・
62
％
増
）、
地

方
交
付
税
が
２
１
３
億
円（
同
０
・

93
％
減
）と
続
い
て
い
ま
す
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
を
新

た
に
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
平
成
26
年
度
の
本
市
予

算
編
成
で
は
、
不
断
の
行
財
政
改

革
努
力
に
よ
り
持
続
可
能
な
財
政

運
営
に
努
め
る
姿
勢
を
引
き
続
き

堅
持
し
つ
つ
「
観
光
振
興
」「
中

小
企
業
の
振
興
」「
待
機
児
童
対

策
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
第
６
次

松
山
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る
将
来

都
市
像
の
実
現
に
向
け
て
、
先
導

的
な
役
割
を
果
た
す
「
笑
顔
の
ま

ち
づ
く
り
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
具
現

化
に
重
点
的
に
取
り
組
む
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
笑
顔
に
つ
な
が

る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
る
施

策
の
遂
行
に
配
意
し
た
編
成
と
し

ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
の
国
の
地
方
財
政

対
策
は
、
景
気
回
復
に
伴
う
地
方

税
収
の
増
を
見
込
ん
だ
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
景
気

回
復
の
実
感
に
乏
し
い
本
市
で

は
、
国
が
地
方
税
収
全
体
に
つ
い

て
見
込
む
ほ
ど
の
市
税
収
入
の
伸

び
は
期
待
で
き
な
い
こ
と
に
加

え
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
社
会
保

障
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
財
政
需
要
の

増
大
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
市
の
財
政
運
営
は
よ
り
一
層
厳

し
い
も
の
に
な
る
こ
と
を
覚
悟
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
状
況
下
に

お
い
て
こ
そ
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

お
約
束
し
た
公
約
の
実
現
に
こ
だ

わ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
「
わ
が
ま

ち
松
山
」
に
笑
顔
が
集
ま
り
、
広

が
っ
て
い
く
中
で
、
多
く
の
「
笑

顔
」
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
全
て
の
人

が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
都
市
を
目

指
し
、
重
点
的
か
つ
戦
略
的
な
取

り
組
み
を
着
実
に
推
進
し
て
い
か

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
存
し
て
く
だ
さ
い
。
い
つ
か
ま
た

　お
役
に
立
ち
ま
す

松山市コールセンター（８〜21時・年中無休）☎946−4894・ 947−4894・ 4894call@city.matsuyama.ehime.jp

３月定例市議会で所信
を表明する野志市長

http://www.city.matsuyama.ehime.jp/
mailto:4894call@city.matsuyama.ehime.jp



